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安全のために

■ 記載内容を守っていただけない場合に生じる、危害や損害の程度を表します。

■ 安全に使用いただくための禁止事項を、下記のマークで表しています。

■ 安全にご使用いただくための、注意事項を下記のマークで表しています。

■ 安全にご使用いただくための、指示事項を下記のマークで表しています。

お取り扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負うことが想定される
内容を示します。

お取り扱いを誤った場合、人が傷害を負うことが想定されるか、または
物的損害の発生が想定される内容を示します。

一般禁止
禁止する行為を示します。

分解禁止
分解することで感電などの傷害が起こる 
可能性を示します。

使用者に対して強制する 
行為を指示します。

感電注意
特定の条件により、感電 
する可能性を示します。

高温注意
特定の条件により、高温による 
傷害の可能性を示します。

ケガ注意
特定の条件により、 
ケガの可能性を示します。

発火注意
特定の条件により、 
発火の可能性を示します。

接触禁止
特定の場所に触れることで傷害が起こる 
可能性を示します。

ぬれて禁止
ぬれた手で製品を扱うと感電する 
可能性を示します。

水ぬれ禁止
水がかかる場所で使用したり、漏電によっ
て感電や発火の可能性を示します。

使用者に対して電源プラグを 
コンセントから抜くように指示します。

警告
注意

表記の意味
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パソコンの設置場所および使用環境について、以下の条件でご使用ください。

次のような場所が設置に適しています。
・室内
・温度 10℃〜 35℃
・湿度 20％〜 80％（結露しないこと）

パソコンは、安全にご利用いただけるよう各規格に準拠したパーツにて製造されております。しかし、接続
や使用方法が正しくないと、火災や感電などの事故を引き起こすことがあり危険です。事故を防ぐために、
記載事項を必ずお守りください。

パソコンは精密機器ですので、ケース内にホコリがた
まると誤作動の原因となります。ケースファンにホコ
リが付着すると冷却性能低下によるトラブルが発生し
ますので、定期的に点検・清掃をしてください。

パソコンを使用していて何らかの問題に気付いたとき
は 56 ページ「困ったときは」を参考に解決を試みてく
ださい。
問題が解決できない場合は、お買い上げの店舗、また
はサードウェーブサポートセンターにご相談ください。

定期的に点検する

故障した場合

万一、異常が起きたら

直ちに使用を中止し、電源を切り電源ケーブ
ルをコンセントから抜いてください。
お買い上げの店舗またはサードウェーブサ
ポートセンターに、点検・修理をご依頼くだ
さい。

異音・異臭・煙が出たら
即、ご使用をお止めください。

極端に温度が低い室内で電源を入れるとパソコンが起動しないことがあります。
そのような場合は一度電源を切り、室内の温度を上げて 2 時間ほど放置してから電源を入れ直してくだ
さい。急激な温度の変化で内部に結露が生じ、部品がショートして故障の原因となるのを防ぎます。

使用環境

安全にご利用いただくために

この条件以外でパソコンを使用すると、火災など
の事故、パソコンの破損、起動しなくなるなどの
トラブルの原因となります。

安
全
の
た
め
に
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設置場所の警告・注意

水槽の近くや水場のそばなど湿気の多い場所には置かないでください
水がかかりますと、火災や感電の原因となります。

湿気や油煙の多い場所に置かないでください
火災や感電の原因となります。

幼児の手の届く場所に置かないでください
ディスクの挿入口に手を挟まれるなど思わぬけがの原因となります。

テーブルタップ等を使用する場合は、接続する機器の容量がテーブルタップの
容量を超えないようにしてください
火災や感電の原因となります。

家電製品のそばや磁気を発生する物の近くには設置しないでください
異常動作の原因となりますので30cm以上離して設置してください。

直射日光のあたる場所やストーブの近くなど 
熱くなりそうな場所には設置しないでください
変色、変形等の劣化の原因となります。内部温度が上がり故障の原因となります。

パソコンの通風口をふさがないでください
パソコンパーツの多くは発熱します。パソコンの排気口や通風口をふさぐと, 本体内の空気の換気
作業がうまくいかず、本体内部温度が上昇してパソコンの誤作動や故障の原因となります。 
必ず10cm以上離して設置してください。

屋外やホコリの多いところには設置しないでください
火災や感電の原因となります。

不安定な場所に置かないでください
ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ちてけがの原因となります。 
また、置き場所、取り付け場所の強度も十分に確認してください。

コンセントから電源プラグを抜きやすいように設置してください
万一の異常や故障、または長期間使用しないときなどに役立ちます。

スリム型パソコンを縦置きでご使用の場合付属の台座ご使用ください
底面の吸気口をふさぐと、本体内の換気が正常に行われず、本体内部温
度が上昇してパソコンの誤作動や故障の原因となります

警告

注意
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本体使用上の警告・注意

「異音がする」「焼けたような匂いがする」 
「ケーブルやコネクタが異常発熱している」などの場合
直ちに使用を中止し、電源を切り、電源ケーブルをコンセントから抜いてください。 
そのまま使用されると、火災や感電の原因となります。
その後の処置は、お買い上げの店舗またはサードウェーブサポートセンターまでご相談ください。

内部に水や異物を入れないでください
水や異物が入ると火災や感電の原因となります。万が一入り込んだ場合は、すぐに 
電源を切り電源プラグをコンセントから抜いてください。
その後の処置は、お買い上げの店舗またはサードウェーブサポートセンターまでご相談ください。

パソコンが変形していたり、 
亀裂などの破損箇所がある場合は使用しないでください
破損があるパソコンを使用すると、火災・感電の原因となります。  
その場合は直ちに使用を中止し、電源を切り電源ケーブルをコンセントから抜いてください。
その後の処置は、お買い上げの店舗またはサードウェーブサポートセンターまでご相談ください。

改造をしないでください
パーツの分解・改造をしないでください。火災や感電・けがの原因となります。 
また改造を行った場合、保証期間内でもサポートの対象外となります。

アダプターや周辺機器などを接続する際はコネクタの向きを確認し 
変形や破損がないかもあわせてご確認ください
・コネクタの向きを間違って接続すると、変形や破損の原因となります。 
・変形や破損したコネクタを接続すると火災・感電の原因となります。

雷が鳴り始めたら、パソコンを終了してコンセントやLANケーブルを 
抜いてください
落雷により感電したり、故障の原因となります。

電源や周辺機器などを接続したケーブルやコネクタに 
無理な力を加えないでください
ケーブルやコネクタに無理な力が加わると、変形や破損による火災や感電の原因となります。

電源ケーブルを傷つけないでください
電源ケーブルを傷つけると、火災・感電の原因となります。 
■ 重い物を乗せたり、引っ張ったりしない 
■ 熱器具に近づけない、加熱しない 
■ 電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜く

ぬれた手で電源プラグに触らないでください
感電の原因となります。 

警告
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長期間使用しない場合はコンセントを抜いてください
火災の原因となります。

電源プラグを挿したまま 
メンテナンスなどのケース内の作業を行わないでください
作業時に感電・けが、破損の原因となります。

電源切換スイッチは 
必ずAC115V側で使用してください

長時間使用する場合は、必ず途中で休憩を取るようにしてください
肩こり、腰痛、目の疲れ、腱鞘炎などの原因となります。

長時間の使用などにより、身体に違和感や痛みを 
感じた場合は直ちに使用を中止してください
使用を中止しても改善しない場合は直ちに医師に相談してください。

注意

ケーブルのコネクタを抜くときはケーブルを持たず 
必ずコネクタ部分を持つようにしてください
ケーブルを直接引っ張ってコネクタを抜くと、ケーブル断線などの故障の原因となります。 
取り外すときは必ずコネクタ部分を持つようにしてください。

電源プラグや各種コネクタ、周辺機器などを接続したまま 
移動させないでください
ケーブルやコネクタ等が破損・変形することによる、火災や感電の原因となります。

警告
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健康のために

▶軽くあごを引き、背筋を伸ばすようにしましょう。
▶腰を背もたれに密着させましょう。
▶腕や太ももは床と平行にしましょう。
▶足裏全体を床につけるようにしましょう。

▶入力中に手首をあまり曲げすぎないようにしましょう。
▶マウスを動かす際は、手首だけを使わずに腕全体で動かすようにしましょう。
▶キーボードの入力中は、手首と手を宙に浮かせ、離れたキーを押すときに指

を伸ばすのではなく腕全体を移動させるようにしましょう。
▶キーボードやマウスは軽いタッチ・クリックをしましょう。

▶一時間に一回休憩を取り、遠くを見つめたり、ストレッチをしましょう。

▶顔とディスプレイは 40cm 以上離しましょう。
▶ディスプレイの上の部分が目の位置より少し下にくるようにしましょう。
▶ご利用中、外光が目に直接入ったり、画面に映りこまないようにしましょう。
▶ディスプレイは清潔にしましょう。

姿　勢

キーボード
マウスの操作

使用時間

ディスプレイ

定期的に休憩する

顔とディスプレイは
40cm 以上離す

軽くあごを引き
背筋を伸ばす

腰を背もたれに密
着させる

外光が目に直接入ったり、画面
に映りこまないようにする

ディスプレイの上の
部分が目の位置より
少し下にくるように
する
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“困った”を未然に防いで 
パソコンを快適に使用するために

※ Windows Update について
インターネットに接続できる環境にあるときは、Windows や Microsoft Edge の更新補助機能である Windows 
Update を実行してください。OS の発売後に発見された不具合を解消したり、各種ドライバーを更新することができ
ます。特に、OS 関連でリリースされているサービスパックについてはインストールすることをお勧めします。
Windows Update への接続方法は、[ スタート ] → [ 設定 ] → [ 更新とセキュリティ ] → [ 更新プログラムのチェッ
ク ] の順にクリックします。

パソコンやパソコンの
周辺を清潔に保つ

空気中のチリやホコリは精密機器であるパソコンの大敵です。 
パソコンやパソコン周辺を常に清潔に保つよう心掛けましょう。定期的にパソコンの
お手入れを行うと、快適でより長くパソコンをご利用いただけます。

ご自身でパソコンの内部を触った経験がない方は、ドスパラ全店 ( 一部店舗を
除く）及びサードウェーブサポートセンターで有償クリーニングいたします。詳し
くは下記 URL、近隣のドスパラまたはサードウェーブサポートセンターにご確認
ください 
http://www.dospara.co.jp/cln 
　

正しい方法で 
電源を切る

やむを得ない理由を除き、電源スイッチを押して強制的にパソコンの電源を切ること
はおやめください。

パソコンが故障したり正常に動作しないなどのトラブルを引き起こす原因となります。

パソコン使用時の 
飲食、喫煙は避ける

飲食しながらパソコンを使用すると、食べ物や飲み物がかかり、パソコンを故障させ
る原因となります。また、タバコの煙や灰は精密機械であるパソコンにとって大敵で
すのでご注意ください。

作業中はこまめに 
データを保存する

「パソコンが突然フリーズ（停止）して作成中のデータが消えてしまった」ということ
がないよう、文書作成等の作業時はこまめにデータを保存しましょう。

定期的にデータの 
バックアップを作成する

誤った操作やウイルス感 染等により、トレージ（ハードディスク/ SSD）内の 
データが消えてしまうことがあります。

大事なデータは定期的に CD-R/DVD-R やフラッシュメディアなどの他の記録 
媒体にバックアップを作成しておきましょう。

パソコンに 
ショックを与えない

電源が入っている / いないに関わらず、パソコンにものをぶつけるなどのショックを与
えないよう十分ご注意ください。肘をぶつけるなどのほんの少しのショックでもハー
ドディスクが破損したり、フリーズ（停止）状態になってしまうことがあります。

インターネットを 
利用するときは 
ウイルス対策を万全に

インターネットに接続すると、E メールやウェブサイトなどから、コンピューターウイ
ルスに感染する危険があります。ウイルス対策を積極的に行いましょう。
・Windows Update（※）で、システムの更新をする
・市販のウイルス対策用ソフトウェア等を利用する
・信頼できないウェブサイトのアクセスやダウンロードをしない
・心当たりのない E メール（添付データ含む）は開封せずに削除する
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箱の中身を確認する

 パソコン本体
モデル・カスタマイズにより形式／形状が異なります

マウス
( モデルにより付属しない場合があります。）

キーボード
( モデルにより付属しない場合があります。）

電源ケーブル

未使用のケーブルやネジ類一式
構成上使用しない付属の接続ケーブル・ネジ類です。
内部にパーツの増設を行う時に使用します。
※ご購入いただいたモデルにより、付属品は異なります。

ドライバー CD
マニュアル類

（モデルにより異なります）

Windows メディアについて
製品には Windows メディアは付属いたしません。
Windows の再インストールが必要な際は本書 46
ページ「Windows の初期化方法」をご参照ください。

（モデルにより付属する物もございます）

梱包を開けましたら以下のリストを参考に、付属品等がそろっているかご確認ください。
ご確認の際、万一破損していたり付属品が足りない場合は、 
すぐにご購入店またはサードウェーブサポートセンターへご連絡ください。

梱包箱と緩衝材は輸送の際にご利用いただけます。
地球環境保護のため、再利用にご協力お願いいたします。

KITBOX（付属品箱）とキーボードが配送時に使用された梱包材の下に収納されている場合があります。

ハードウェア類

マニュアルとディスク類
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箱
の
中
身
を
確
認
す
る

パソコンで一般的に使われているネジは、ミリネジ、インチ
ネジ、セルフタッピングネジの３種類があり、それぞれネジ
山のサイズが異なります。なお場所によって使われるネジは
異なり、代用することはできません。

ネジ頭の形は色々ありますが、ネジ山のピッチ（サイズ）は
規格で統一されています。増設を行うなどで足りなくなった
場合は、お近くのホームセンターなどでも購入できますので、
下記の表でサイズを参考にご購入ください。

名称 サイズ 使用用途

ミリネジ M3 × 5mm CD/DVD ドライブ、M.2 SSD、フロッピード
ライブ、カードリーダー

インチネジ No6-32UNC × 6mm マザーボード、ハードディスク、電源、ケース
の蓋（ネジ留めする箇所）

セルフタッピングネジ 5mm × 10mm ケースファン

製造番号は各種サポートをご利用の際に必要になります
ので、下記にもメモしておきましょう

ミリネジ インチネジ
セルフ
タッピングネジ

製造番号 _

製造番号シールはパソコン本体の背面や側面に貼付して
います。また、製造番号は本書裏表紙の保証書でも確認
できます。

製造番号シール

ネジの種類
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各部の名称と接続方法

パソコン動作中にリセットスイッチを
押した場合、ハードディスクに保存さ
れていないデータは失われます。

また、ハードディスクへのアクセス中にリセット
スイッチを押すとハードディスク損傷の恐れがあ
るため、操作不能などの緊急時以外は極力押さな
いでください。

① 5インチベイ
5インチ型のドライブや機器を取り付けます。 
（例：光学ドライブ）

② 吸気口
外気を取り込みます。

③ USB端子
USB対応機器を接続します。

④ フロントサウンド入出力端子
OUT：ヘッドホン出力コネクタ

スピーカーやヘッドフォンを接続して 
サウンドを出力します。

　 IN：マイク入力コネクタ
マイクを接続して音声を入力します。

⑤ 光学ドライブまたは光学ドライブ用スロット
光学メディアの読み込みや書き込みを行います。

⑥ 光学ドライブイジェクトボタン
ディスクトレーの開閉を行います。

⑦ カードリーダー
デジタルカメラ等で使用する各種メモリーカードを挿入
して、読み込みや書き込みを行います。　

⑧ 3.5インチベイ（オープンベイ）
3.5インチ型のドライブや機器を取り付けます。
（例：フロッピードライブ、カードリーダー）

⑨ 電源スイッチ
電源のオン・オフを行います。

⑩ リセットスイッチ
強制的に再起動されて、電源投入直後と同じ状態になり
ます。

⑪ パワーランプ・ハードディスクランプ
POWER：電源がオンの状態で点灯します。
HDD：ハードディスクや光学ドライブへのアクセス時に
点滅します。
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

① 5 インチベイ

② 吸気口

③ USB 端子

④ フロントサウンド
    入出力端子

⑤ 光学ドライブ

⑥ イジェクトボタン

⑩ リセットスイッチ

⑨ 電源スイッチ

⑪ パワーランプ
　 ハードディスクランプ
⑦ カードリーダー

① 5インチベイ

② 吸気口

③ USB 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子

⑥ イジェクトボタン

⑧ 3.5 インチベイ

⑩ リセットスイッチ

⑪ パワーランプ
　 ハードディスクランプ

⑨ 電源スイッチ

⑤ 光学ドライブ

KT ミドルタワー /KTM ミニタワーケース

EA041ミドルタワー /EM041ミニタワーケース
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

⑥ イジェクトボタン
① 5 インチベイ

③ USB3.0 端子③ USB2.0 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子 SATA HDD/SSD

スロット
※ HDD は付属しません

⑩ リセットスイッチ
⑪ パワーランプ
⑨ 電源スイッチ

⑪ ハードディスクランプ

⑤ 光学ドライブ

① 5 インチベイ

② 吸気口

③ USB 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子

⑥ イジェクトボタン

⑩ リセットスイッチ

⑪ パワーランプ
　 ハードディスクランプ

⑨ 電源スイッチ

⑤ 光学ドライブ

⑦ カードリーダー

GR oneフルタワーケース

LD ミドルタワーケース
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

② 吸気口

③ USB 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子

⑥ イジェクトボタン

⑩ リセットスイッチ

⑪ パワーランプ
　 ハードディスクランプ
⑨ 電源スイッチ

⑤ 光学ドライブ

② 吸気口

③ USB 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子

⑥ イジェクトボタン

⑧ 3.5 インチベイ

⑪ パワーランプ
　 ハードディスクランプ

⑨ 電源スイッチ
① 5 インチベイ

⑩ リセットスイッチ

⑦ カードリーダー

⑦ カードリーダー

⑤ 光学ドライブ

KTC スリムケース

BL672 スリムケース
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

③ USB3.0 端子

④ フロントサウンド
　 入出力端子

⑪ ハードディスクランプ

⑨ 電源スイッチ 
パワーランプ

SK ミドルタワー /SKM ミニタワーケース

⑥ イジェクトボタン

⑩ リセットスイッチ

⑤ 光学ドライブ



17

 
必ず一台のディスプレイあたり 
一本のケーブルで接続 

各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

各コネクタと端子の接続方法を説明します。 
下記の順番で接続してください。
①ディスプレイケーブルを接続する
②キーボード・マウス（機器）を接続する
③ネットワーク機器（モデム・ルーター）を接続する
④スピーカーを接続する
⑤電源ケーブルを接続する

キーボード・マウス

モデム・ルーター（ネットワーク機器）

スピーカー

USB 端子
※ そ の 他 の USB 

機器も接続可

LAN 端子

オーディオ端子

USB

PS/2

電源ケーブル

電源端子
付属の電源ケーブルを接続します。

主電源スイッチ
○が OFF、｜が ON です。

電圧切替スイッチ
115V に設定します。

パソコン本体前面にもコネクタがある場合、前
面と背面のいずれか片方しか使用できません。
音が出ない場合には、片方のみで接続してくだ
さい。ミニピンジャック

スピーカー端子（黄緑色）
LINE IN 端子（水色）
マイク端子（ピンク色）

外部オーディオ機器を
接続します。

マイクを接続します。

PS/2 コネクタ

黄ライン：ビデオカード搭載機種
青ライン：ビデオカード非搭載機種

ディスプレイ接続箇所▶

DVI ケーブル / 
DVI 端子

HDMI ケーブル /  
HDMI 端子

DisplayPort ケーブル /
DisplayPort 端子

名称・接続方法（本体背面）
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

ディスプレイと 
パソコンのケーブル配線について

パソコンとディスプレイは一本のディスプレイケーブルで
接続します。パソコンとディスプレイを接続する方法は複
数ありますが同時には使用できません。パソコンとディス
プレイ両方に適合する接続方式のディスプレイケーブルで
接続してください。

複数のディスプレイケーブルでパソコンとディスプレイを
接続された場合、ディスプレイが正常に表示されませんの
でご注意ください。

画面を表示するためにディスプレイを接続します。
※ビデオカードが搭載されている場合といない場合では、接続する場所が変わりますのでご注意ください。
※コネクタには向きがありますので、注意して取り付けてください。 

コネクタに付いているネジを回して固定します。

ディスプレイを接続する（I/O パネルエリア・拡張スロットエリア）

 
ビデオカードが搭載されている場合
ビデオカードのディスプレイ端子につなぎます。
上側にあるディスプレイ端子に接続した場合、
画面は表示されません。

 
ビデオカードが搭載されていない場合
図示近辺にあるディスプレイ端子にディスプレ
イケーブルを接続してください。

こちら

こちら
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複数のディスプレイを使用する際に、接続できる端子
が足りない場合があります。接続端子が足りない場合
には、変換コネクター/変換ケーブルを使用して接続す
ることができます。

※変換コネクタは様々な種類があり、コネクタのオス・メス
などの違いもあります。必要な組み合わせをよく確認して
ご準備ください。

※パソコンによって接続できるディスプレイの数は決まって
います。接続端子が複数台分あっても同時に使用できる台
数に制限のあるものがあります。 
接続できるディスプレイの台数をあらかじめ確認しましょ
う。

※DVI-D コネクタにD-Sub15 ピン変換ケーブルを接続する
ことはできません。

各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

ディスプレイとパソコンの接続方式はアナログ接続の
【D-Sub15 ピン】やデジタル接続 の【DVI】【HDMI】等が
あります。接続する際はデジタル接続を優先して使用しま
しょう。 

デジタル接続の方が最大解像度が大きく鮮明な画像で表示
されます。 

また、HDMI / DisplayPort 接続の場合は同時に音声信号
も出力され、HDMI / DisplayPort の音声入力に対応した
スピーカー搭載ディスプレイを接続すれば、ディスプレイ
から音声が出力されます。

※使用できる接続方式は、本体の構成によって異なります。

DisplayPort オスー  
DVI-D（シングルリンク） 
メス変換ケーブル

DisplayPort ー HDMI 変換ケーブル

HDMI ー DVI 変換ケーブル

パソコンの主な接続方式

その他の接続方式

D-Sub15 ピンケーブル /  
D-Sub15 ピン端子

DVI ケーブル /  
DVI 端子

HDMI ケーブル /  
HDMI 端子

Mini HDMI ケーブル / 
Mini HDMI 端子

DisplayPort ケーブル /
DisplayPort 端子

ディスプレイとパソコンを接続する
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

パソコンを操作するためにキーボード・マウスを接続します。
■ USB ケーブルを USB 端子に接続する

USB マウス

USB キーボード

USB ケーブル

USB 端子

インターネットに接続するためにネットワーク機器を接続します。
■ LAN ケーブルを LAN 端子に接続する

モデム・ルータ

LAN 端子

 
USB2.0 と USB3.0 の端子見分け方
端子の色を確認します、USB3.0 の端子は青色をしています。
※ USB2.0 の端子は構成により、複数の色があります。（例：白色、黒色、赤色）

USB2.0 端子 USB3.0 端子

キーボード・マウスが PS/2 変換に対応する場合は、
USB から PS/2 に変換するプラグを使用すると、こち
らの PS/2 コネクタでマウスまたはキーボードを使用
することができます。

キーボード・マウス（USB 機器）を接続する (I/O パネルエリア )

ネットワークへ接続する (I/O パネルエリア )
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各
部
の
名
称
と
接
続
方
法

スピーカー端子（黄緑色）

LINE IN端子（水色） 
外部オーディオ機器を接続します。

マイク端子（ピンク色） 
マイクを接続します。

サウンド出力をするためにスピーカーを接続します。
■ スピーカーのケーブルをスピーカー端子へ接続する

※アンプ内蔵 
スピーカーを 
お使いください。

電源を供給するためにコンセントへ接続します。 
■ 電源端子に電源ケーブルを接続する

電圧切換スイッチが 115V 側になっていることを確認
します。230V 側になっている場合はスライドさせ、
必ず 115V 側に設定してください。
電源スイッチは、接続がすべて完了するまで OFF（「○」
印がある側）にしておきます。接続がすべて完了した
あとに ON(「｜」印がある側 ) にしてください。
電源端子に電源ケーブルを接続する際、向きを合わせ
て取り付けてください。反対側のプラグは家庭用電源
コンセントに接続します。

パソコン本体前面にも 
コネクタがある場合

前面と背面のいずれか片方しか使
用できません。音が出ない場合に
は、片方のみで接続してください。

スピーカー

ミニピンジャック

USB スピーカーをご利用になる場合は
USB 端子へ接続してください。

製品に同梱されている 
電源ケーブルをご利用ください

同梱されている電源ケーブルは他の製品には使用し
ないでください。
タコ足配線は発熱・火災の原因となったり、電力の
供給不足からパソコンの動作が不安定になる場合が
ありますので、家庭用電源コンセントから直接電源
をお取りくださいますようお願いします。

スピーカーを接続する (I/O パネルエリア )

電源ケーブルを接続する（電源エリア）

電源端子
付属の電源ケーブルを接続します。

主電源スイッチ
○が OFF、｜が ON です。

電圧切替スイッチ
115V に設定します。

※主電源スイッチと電圧切替スイッチは搭載されて
いる電源ユニットによっては無い場合があります。
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電源を入れる・電源を切る

1 ディスプレイやスピーカーなどの電源を入れます

2 パソコンの背面にある主電源スイッチをオン（｜）にします

3 パソコンの電源スイッチを押して電源を入れます

4 起動すると画面にメーカーのロゴ画面が表示され 
インストールされてる OS が起動します

初めて起動する際は OS のセットアップを行う必要があります。

パソコンの電源の入れ方

2

3

1 [ スタート ] をクリックしてスタートメニューを開きます

2 [ 　　　] をクリックして終了方法を表示します

3 [ シャットダウン ] をクリックして終了します

1 [ 画画面左下の [　　　] 電源ボタンをクリックして 
終了方法を表示します。

2 [ シャットダウン ] をクリックして終了します。

電源の切り方（シャットダウン方法）

▶ 基本の操作方法

▶ タブレットモードでの操作方法

①
②

①②
③

※タスクマネージャーを起動できない場合は、電源が切れるまで電源スイッチを押し続けてパソコンを強制終了します。 

1 「タスクマネージャー」を表示します

　 キーボードの［Ctrl］+［Shift］+［ESC］を同時に押し、 
［タスクマネージャー］を起動します。

2 指定のアプリのタスクを終了します

　 動作の止まってしまったアプリなどを指定して、[ タスクの終了 ] を 
クリックすると、そのアプリを強制的に終了させることができます。

Windows がフリーズして終了操作ができないときは
タスクマネージャーでフリーズしているアプリを強制終了します
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Windows のセットアップ

 1 「お住まいの地域はこちらでよろしいですか？」  
が表示されます

該当する地域を確認または選択し [ はい ] を 
クリックします。

 2  「キーボードレイアウトはこちらでよろしいですか？」 
 が表示されます

お使いのキーボードを確認し、[ はい ] をクリックします。

初めて起動した際には、ご利用環境を設定（セットアップ）する必要があります。下記手順に従ってセットアップ
し、PCを使用できる状態にしましょう。セットアップには10分程度かかりますが、最後まで電源を切らずに設定
を進めてください。

インターネット接続なし / ローカルアカウント

 3  「2 つ目のキーボードレイアウトを追加しますか？ 」  
が表示されます

ここでは例として、 [ スキップ ] をクリックします。

※ 追加のキーボードがある場合は 
[ レイアウトの追加 ] をクリックし追加します。
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  4 「ネットワークに接続しましょう」が表示されます

ネットワークに接続されていないため [ インターネットに接
続していません ] をクリックします。

  5 インターネット接続を促す画面が表示されます

[ 制限された設定で続行する ] をクリックします。

  6 「この PC を使うのはだれですか？」画面が表示 
されます

[ ユーザー名 ] を入力し、[ 次へ ] をクリックします。

 7 「確実に覚えやすいパスワードを作成します」が 
表示されます

[ パスワード ] を入力し、[ 次へ ] をクリックします。

W
indow

s

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
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10 「アクティビティの履歴を利用してデバイス間で 
より多くのことを行う」が表示されます

[ はい ] または [ いいえ ] をクリックします。

※ここでは例として [ はい ] をクリックします。

 9 「このアカウントのセキュリティの質問を 
作成します」が表示されます

※セキュリティ管理のため、パスワードを忘れたときに備えて
あらかじめ設定されている 6 つの質問から 3 つを選択して
回答します。

※パスワードの扱いと同様に「質問」と「答え」を忘れないよ
うご注意ください。

 8  「パスワードの確認」が表示されます

もう一度同じパスワードを入力し [ 次へ ] をクリックします。

11 「デジタル アシスタントを利用する」が 
表示されます

[ 同意 ] または [ 拒否 ] をクリックします。 
※ここでは例として [ 同意 ] をクリックします。



26

W
indow

s

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
し 

/ 

ロ
ー
カ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
の
場
合

12 「デバイスのプライバシー設定の選択」が 
表示されます

[ 同意 ] をクリックします。

13 「もう少しで完了します。…　Windows を 
すぐにお使い頂けます。」と表示されます

その後「こんにちは」→「現在準備中です」→「これには
数分かかることがあります」→「すべておまかせください」
→「もうすぐです」と、自動的に画面が遷移します。

14 デスクトップ画面が表示され、 
Windows 10 のインストールが完了します
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 1 「お住まいの地域はこちらでよろしいですか？」  
が表示されます

該当する地域を確認または選択し [ はい ] を 
クリックします。

 2  「キーボードレイアウトはこちらでよろしいですか？」 
 が表示されます

お使いのキーボードを確認し、[ はい ] をクリックします。

 3  「2 つ目のキーボードレイアウトを追加しますか？ 」  
が表示されます

ここでは例として、 [ スキップ ] をクリックします。

※ 追加のキーボードがある場合は 
[ レイアウトの追加 ] をクリックし追加します。

インターネット接続あり/メールアドレス・Microsoft アカウント新規取得

 4  自動的に「重要なセットアップを実行しています。」  
「Windows の新機能を確認して見ましょう。」と表
示されますので待ちます

Windows 10 Pro の場合は、ここで
「 設定する方法を指定してください。」が表示されます。
[ 個人用に設定 ] または [ 組織用に設定 ] を選択し、
[ 次へ ] をクリックします。
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 5  「Microsoft アカウントでサインイン」が 
表示されます

新規に作成するため [ アカウントの作成 ] をクリックします。

※新規登録予定のアカウントを「Microsoft アカウントでサ
インイン」画面の入力欄に入力すると「Microsoft アカウ
ントが存在しません … 」とエラーが表示されます。

 6  「アカウントを作成しましょう」が表示されます

[ 新しいメールアドレスを取得 ] をクリックします。

 7 任意の [ メール アカウント] を入力します

 [ 次へ ] をクリックします。

 8  「パスワードの作成」が表示されます

作成したメールアカウントの [ パスワード ] を入力し 
[ 次へ ] をクリックします。

※ 「 Microsoft アカウント パスワード 」 の要件
• 8 文字以上
• 半角英数
• 大文字、小文字、数字、記号から 2 種類以上の文字種

を含む
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10 「セキュリティ情報の追加 」 が表示されます

電話番号またはメールアドレスを登録します。

電話番号の場合 
[ 国番号 ] + [ 電話番号 ] を入力します。

メールアドレスの場合 
[ 代わりに連絡用メールアドレスを追加 ] から 
メールアドレスを入力します。

[ 次へ ] をクリックします。

 9 「国と生年月日を入力してください」が 
表示されます

[ 国（日本） ]、[ 年月日 ] を選択し、 [ ✓ ] をクリックします。

選択内容を再確認し、 [ 次へ ] をクリックします。

11 「PIN を作成します」が表示されます

[PIN の作成 ] をクリックします。

A
A

B

B
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12 「PIN のセットアップ」が表示されます

登録用と再確認用の [ PIN コード ] を入力し 
[ OK ] をクリックします。

※ 1　「 英字と記号を含める 」 にチェックを入れると、
数字以外を使用することができます。

※ 2　 [ PIN の要件 ] をクリックすると、PIN に使用 
できる要件を確認できます。

13 「アクティビティーの履歴を利用してデバイス間で 
より多くのことを行う 」 が表示されます

[ はい ] または [ いいえ ] をクリックします。

※ ここでは例として [ はい ] をクリックします。

14 スマートフォンとの連携を促す画面が表示されます

※ ここでは例として [ 後で処理する ] をクリックします。

※1

※ 2
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15 「OneDrive を使用してファイルをバックアップ」 
が表示されます。

[ 次へ ] をクリックします。

※ OneDrive を使用しない場合は、 
[ この PC にのみファイルを保存する ] をクリックします。

16 「デジタル アシスタントを利用する」が 
表示されます

[ 同意 ] または [ 拒否 ] をクリックします。

※ここでは例として [ 同意 ] をクリックします。

※ Cortana の音声認識を使用する場合は、 
黄色枠の□にチェックを入れます。

17 「デバイスのプライバシー設定の選択 」  
が表示されます

[ 同意 ] をクリックします

18 「もう少しで完了します。…　Windows を 
すぐにお使い頂けます。」と表示されます

その後「こんにちは」→「現在準備中です」→「これには
数分かかることがあります」→「すべておまかせください」
→「もうすぐです」と、自動的に画面が遷移します。



32

W
indow

s

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
あ
り
/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・M

icrosoft

ア
カ
ウ
ン
ト
新
規
取
得

使用する言語を選択後「マイクロソフトエッジ」
画面右上の [×] をクリックし画面を閉じます。

20 Windows 10 のインストールが完了します

19 Windows が Edge の Welcome メッセージと 
ともの起動します

赤枠をクリックし、言語を変更します。
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 1 「お住まいの地域はこちらでよろしいですか？」  
が表示されます

該当する地域を確認または選択し [ はい ] を 
クリックします。

 2  「キーボードレイアウトはこちらでよろしいですか？」 
 が表示されます

お使いのキーボードを確認し、[ はい ] をクリックします。

 3  「2 つ目のキーボードレイアウトを追加しますか？ 」  
が表示されます

ここでは例として、 [ スキップ ] をクリックします。

※ 追加のキーボードがある場合は 
[ レイアウトの追加 ] をクリックし追加します。

インターネット接続あり / メールアドレス・ Microsoft アカウントあり
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 4  自動的に「重要なセットアップを実行しています。」  
「Windows の新機能を確認して見ましょう。」と 
表示されますので待ちます

Windows 10 Pro の場合は、ここで
「 設定する方法を指定してください。」が表示されます。
[ 個人用に設定 ] または [ 組織用に設定 ] を選択し、
[ 次へ ] をクリックします。
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 5  「Microsoft アカウントでサインイン」が 
表示されます

お持ちの Microsoft アカウント用メールアドレスを入力し 
[ 次へ ] をクリックします。

 6  「パスワードの入力 」 が表示されます

登録した [ パスワード ] を入力し [ 次へ ] をクリックします。

  7 「PIN を作成します」が表示されます

[PIN の作成 ] をクリックします。
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 8 「PIN のセットアップ」が表示されます

登録用と再確認用の [ PIN コード ] を入力し 
[ OK ] をクリックします。

※ 1　「 英字と記号を含める 」 にチェックを入れると、
数字以外を使用することができます。

※ 2　 [ PIN の要件 ] をクリックすると、PIN に使用 
できる要件を確認できます。

 9 「アクティビティーの履歴を利用してデバイス間で 
より多くのことを行う 」 が表示されます

[ はい ] または [ いいえ ] をクリックします。

※ ここでは例として [ はい ] をクリックします。

※1

※ 2

10 「デジタル アシスタントを利用する」が 
表示されます

[ 同意 ] または [ 拒否 ] をクリックします。

※ここでは例として [ 同意 ] をクリックします。

※ Cortana の音声認識を使用する場合は、 
黄色枠の□にチェックを入れます。
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11 「デバイスのプライバシー設定の選択 」  
が表示されます

[ 同意 ] をクリックします

12 「もう少しで完了します。…　Windows を 
すぐにお使い頂けます。」と表示されます

その後「こんにちは」→「現在準備中です」→「これには
数分かかることがあります」→「すべておまかせください」
→「もうすぐです」と、自動的に画面が遷移します。

使用する言語を選択後「マイクロソフトエッジ」画面右
上の [×] をクリックし画面を閉じます。

14 デスクトップ画面が表示され、 
Windows 10 のインストールが完了します

13 Windows が Edge の Welcome メッセージと 
ともの起動します

赤枠をクリックし、言語を変更します。
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Windows 10 のライセンス認証

マイクロソフト社関連サイト

■ Windows のライセンス認証エラーに 
関するヘルプ
https://support.microsoft.com/ja-jp/
help/10738/windows-10-get-help-
with-activation-errors

■ ライセンス認証のトラブル 
シューティング ツールを使用する
https://support.microsoft.com/
ja-jp/help/20527/windows-10-
activation-troubleshooter

■ Windows 10 のライセンス認証
https://support.microsoft.com/ja-jp/
help/12440/windows-10-activation

■ ハードウェア構成の変更後に  
Windows　10 のライセンス認証を 
もう一度行う
https://support.microsoft.com/ja-
jp/help/20530

プロダクトキーとは Windows のライセンス認証に必要な英字と数字を組み合わせた 25 桁のコードです。
このキーは Windows の初期設定時に入力を行うことにより、認証された正規の Windows を使用すること
ができるようになります。

プロダクトキーは、搭載されている Windows の種類により、パソコン本体にデータとして記録されている
モデルと、パソコン本体の側面にラベル（COA ラベル）で貼付しているモデルがあります。
また、それぞれのモデルでプロダクトキーの入力方法が変わります。

■ OEMライセンス認証3.0採用OA3モデル
Windows の初期設定時に、プロダクトキーは自動で入力されます。

プロダクトキーはパソコン本体にデータとして記録されています。初期設定時には 
そのデータが自動で入力されるためプロダクトキーを入力する必要はありません。
プロダクトキーを記載していたラベルの添付はありません。

■ OEM ライセンス認証3.0 採用OA3モデル以外のモデル（DSP版）
Windows の初期設定時に、プロダクトキーを手動で入力します。
パソコン側面に貼付されたラベルから、プロダクトキーを確認して手動で入力を行います。 
ラベル形状や貼付け場所は、42ページ「プロダクトキーの貼付例」をご参照ください。

OA3 ライセンス認証の方法は、次 ページをご確認ください。 
OA3 モデル以外のライセンス認証の方法は、42ページをご確認ください。

プロダクトキーとは

プロダクトキーの入力方法について
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「OA3 版」Windows 10 の認証

通常、インターネットに接続された環境下では自動的にライセンス認証が行われますが、 「 認証サーバー 
ビジー 」等の理由で、ライセンス認証が成功するまでしばらく待機が必要な場合があります。

●「 OA3 版 」 は自動デジタル認証方式のため、インターネット接続環境があれば、 従来必要とされていたインストール時ま
たはインストール後のプロダクトキー入力は不要です。インターネットに接続する環境がない場合は、画面にライセンス認
証を促すポップアップが表示されますので、表示に従い電話にてライセンス認証を行います。

● インストール時に自動認証されていない場合でも、一定時間 （ 期間 ） 後に自動的に認証されます。
● Windows Update 等が実行される際も、PC 内部のライセンスキー情報が参照され、自動的に認証 （ アクティベーショ

ン ） が行われます。
● Microsoft アカウント登録時に PC 内部に保存されたライセンスキーと関連付けられます。
●ライセンスの認証状況は、 「 Windows の設定 」 画面に表示されます。　必要に応じて確認作業を実行してください。

 1 [          ] → [ 設定 ] の順にクリックします

  

 2 「 Windows の設定 」 が表示されます

[ 更新とセキュリティー ] をクリックします。

 3 「 更新とセキュリティー 」 が表示されます

[ ライセンス認証 ] をクリックします。

 4 「 ライセンス認証 」 画面が表示されます

Windows の 「 ライセンス認証 」 欄が、　「 Windows は Microsoft 
アカウントにリンクされたデジタル ライセンスによってライセンス認証
されています 」 の表示があれば、自動的に正常終了しています。画面 
右上の [ X ] をクリックし、確認画面を閉じます。

「OA3 版」の認証 （アクティベーション） に関する事前確認

ライセンス認証 ( アクティベーション ) の状況を確認する手順
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※ インターネット接続された環境で 「 管理者 」 のログインで行います。

Windows 10 のインストール後、相当期間（1 ～2 週間程度）が経過したにもかかわらず、何らかの理由で  
「 Windows はライセンス認証されていません 」のメッセージが表示される場合があります。
この様な場合に、手動でデジタル認証処理を催促し、その結果を確認する 2 通りの手順について説明します。

例 1「認証サーバー」 による 「デジタル ライセンス 」
認証が未実施、または不成功の状態

例 2 「認証サーバー」 ビジー等の理由から 
認証処理が未完了

1「 Windows はライセンス認証されていません 」 
が表示された「 ライセンス認証 」のエラー画面
より、[ トラブルシューティング ] をクリックし
ます。

■「トラブルシューティング」 を利用する
※「 トラブルシューティング 」の機能はライセンス認証が失敗している場合にのみ利用できます。

2 トラブルシュートが始まり、「 ライセンス認証の
問題を検出しています・・・」が 表示されます。
問題検出が完了するまでしばらく待ちます。

認証されていないライセンスの改善 ( アクティベーション ) を試す手順

「O
A

3

版
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の
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証
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3 5 分 ～ 10 分後に「 トラブルシューティングが 
完了しました 」 が表示されます。 
ライセンス認証されない理由を確認します。 

 ※ ライセンス認証されない原因は様々です。 
エラー内容に応じてその原因を取り除き、  

「 認証状況 」 を再確認します。

■「 Windows Update 」 を利用する

1 [           ] → [ 設定 ] の順にクリックします。

2 「 Windows の設定 」 が表示されます。 
[ 更新とセキュリティ ] をクリックします。

3 「 Windows Update 」 が表示されます。 
「 Windows Update 」 の詳細が表示されてい
ない場合は [ 更新プログラムのチェック ] をク
リックします。
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4 「 更新プログラムを確認しています 」 の処理完了
を待ちます。

5 未アップデートの項目がある場合、自動的に該当
する処理が実行されます。全てのアップデート処
理の完了を待ちます。

6 アップデートの種別により 「 再起動 」 が必要な場
合があります。[ 今すぐ再起動する ] をクリック
します。

 ※「 今すぐ再起動する 」 のボタンが表示されな
い場合は画面を閉じます。

6 再度、 PC を起動し、「 ライセンス認証 」 画面
より認証結果を確認します。

7 「 完全シャットダウン 」 を行います。

※（ Shift キー ＋ [ シャットダウン ] ）
※  通常の 「 シャットダウン 」 と一部、操作が 

異なります。

  [ 　　　] → [ 電源 ] をクリックし、

 「 Shift 」 キーを押しながらメニューの [ シャット
ダウン ] を クリックします。
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「DSP 版」Windows 10 の認証

「DSP 版」 対応の PC では、 Windows 10 インストール用 DVD が付属品として同梱されています。 
ライセンス認証を行う際は、以下をご確認ください。

Windows 10 メディアケースの表面に貼られている COA ラベルは台紙部分のみです。プロダクト
キーが印刷されている部分はあらかじめ台紙から剥がされ、PC ケースに貼られて出荷されています。

▼ メディアケース

このピンクの部分に 
プロダクトキー情報はありません。

強く削りすぎると台紙を破損します　　

プロダクトキーの貼付例：赤枠

EM041 ケース SK/SKM ケース BL672 ケース

プロダクトキーは
パソコンの側面に貼付してあります。

※ PC ケースの型番により貼り付ける場所が 
異なります。▲ プロダクトキーが印刷されている部分

「DSP 版」プロダクトキーの取扱い方法
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プロダクトキーは、「Product Key」「 　　」と記載されている「－」で区切られた英字と数字を組み合わせ
た 25 桁のコードです。

※ラベルが破れたり、汚れて読めなくなってしまったときのために、プロダクトキーをチェックシートに控えておきましょう。

プロダクトキー

プロダクトキーチェックシート

セキュリティー管理のため、本体に添付された COA ラベルのプロダクトキーは 
一部がスクラッチ用コーティングされています。

25 桁全ての情報を確認するため、コーティングさ
れた部分を爪や硬貨を用いて軽く削ります。
強く削ると印刷されたプロダクトキーの文字を破
損し、判読不能となりますのでご注意ください。

プロダクトキーの再発行は 
新規購入扱いとなり有償です。

Windows の COA ラベル ( プロダクトキー シール ) のスクラッチ保護について
http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/4096

プロダクトキーの確認
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 1 [            ] → [ 設定 ] の順に 
クリックします

 2  「 Windows の設定 」 が表示されます

[ 更新とセキュリティ ] をクリックします。

 3  更新とセキュリティー 」 が表示されます。 
[ ライセンス認証 ] をクリックします。

※ インターネットに接続された環境で行います。

 4  ライセンス認証 」 画面が表示されます。 
[ プロダクトキーを変更します ] をクリック
します 

「 DSP 版」の Windows 10 をライセンス認証する手順

※この段階では画面の下部に下記メッセージが表示 
されています。 

「 Windows がライセンス認証されていません。 
今すぐ Windows をライセンス認証してください。

「D
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版
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プロダクトキーの入力を誤ると 「 Windows の
ライセンス認証を行うことができません 」 が表
示されます。
ラベルに印刷されたプロダクトキーの文字列を 
確認し、手順 4 から再度実行します。

 5 「 プロダクトキーの入力 」 画面が表示されます

表示された書式で、 [ プロダクトキー （25 桁） 」 を入力し 
[ 次へ ] をクリックします。

※ハイフン （ - ） は 5 桁入力するごとに自動的に挿入され 
ます。

 6  「Windows のライセンス認証 」 画面が 
表示されます

[ ライセンス認証 ] をクリックします。

 7  インターネットを介して自動的に 
「 Windows のライセンス認証 」 処理が 
開始されます

 8 「Windows はライセンス認証済みです 」 
が表示され正常に終了します
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初期化は下記のような原因でパソコンが起動しなくなった、動作が不安定になった場合に有効な方法です。

● Windows を使用する中でパフォーマンスが低下した時 
●ドライバーの更新やアプリのインストール後の不具合

以下の作業は、必ずマイクロソフトアカウントにて行います。

ご購入後に、増設または交換されたパーツや周辺機器はすべて取り外して元の状態に戻してください。特に、
USB 接続の外付けハードディスク、外付け CD/DVD ドライブを接続した状態では、接続しているストレー
ジが初期化されたり、Windows が正常に初期化できない場合があります。

■ 初期化を行うと、全てのデータが初期化されます

インストールしたアプリケーションソフトやメールの履歴などお客
様が作成したデータは、他のメディアや外付けのハードディスクへ
必ずバックアップを取っておいてください。初期化を実行すると、
ハードディスクの内容は消去され、工場出荷時の状態に戻ります。

 1  「 設定」を表示します

「スタート」をクリックして、メニューに表示される [ 設定 ] をクリックします。

※ [        Windows キー +       Ｉキー ] を同時に押して設定を表示することができます。

 2  「 Windows の設定」が表示されます

「 更新とセキュリティ 」の項目を選択し、次に「回復」の項目
を選択します。

Windows の初期化方法

ハードウェアの障害が原因で不安定になったシステムに対しては、効果が得られない場合もあります

データ用のパーティションを作成
していた場合でも、予期しない

誤動作／誤操作によりデータが消去 
される恐れがあります。

途中で電源を切るなどして、初期化を中止しないでください。
Windows が起動しなくなったり、データが消失してリカバリーを実行できなくなる恐れがあります。

初期化前に

初期化方法
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 3  「回復」が表示されます

「この PC を初期状態に戻す」にある [ 開始する ] を 
クリックします。

 4  「オプションを選択してください」が表示されます

 [ すべて削除する ] をクリックします。

 5  ドライブが複数ある場合は、選択画面が表示されます

[ Windows がインストールされているドライブのみ ] をクリックします。

 6  「ドライブのクリーニングも実行しますか？」が表示されます

[ ファイルの削除のみを行う ] をクリックしてください。

初期化作業には 30 分～１時間前後の時間がかかります。 
初期化方法で [ ドライブを完全にクリーンアップする ] を 
選択した場合は、約 2 ～ 4 時間かかります。

 7 「お使いのアプリは削除されます」と表示される 
場合があります

[ 次へ ] をクリックします。　　

 8 「この PC をリセットする準備ができました」が 
表示されます

[ リセット ] をクリックして初期化を開始します。 
初期化が完了するとパソコンが再起動され、Windows の 
セットアップ画面が表示されます。

W
indow

s

の
初
期
化
方
法



48

4「オプションを選んでください」と 
表示されます。 

［すべて削除する］をクリックします。

5ドライブが複数ある場合は、 
選択画面が表示されます。 
[Windows がインストールされている 
ドライブのみ ] をクリックします。

6 [ ファイルの削除のみ行う ] をクリック 
します。

7 「この PC を初期状態に戻す準備が 
できました」と表示されます。 
[ 初期状態に戻す ] をクリックします。

8 PC が再起動され、初期状態に戻ります。 
初期化が完了するとパソコンが再起動さ
れ、Windows のセットアップ画面が表
示されます。

3「トラブルシューティング」が表示されます。 
[ この PC を初期状態に戻す ] をクリックし 
ます。

■ Windows が起動できない場合に自動修復メニューから初期化を行う方法
以下の作業は、必ずマイクロソフトアカウントにて行います。 
Windows 10 では、Windows が 2 回連続して正常に起動できなかった場合、自動修復が表示されます。 
そのメニューから初期化を行うことができます。

1「自動修復」が表示されます。 
[ 詳細オプション ] をクリックします。

2「オプションの選択」が表示されます。 
［トラブルシューティング］を選択します。

W
indow

s

の
初
期
化
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法
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回復ドライブを作成する / 使用する

Windows の改善作業だけでなく、あらかじめ準備した Windows のシステムイメージを「回復ドラ
イブ」を使用して復元することができます。 
Windows のシステムイメージの作成方法・復元方法は、下記 FAQ を参照してください。

用意するもの：16 GB または 32 GB の USB フラッシュメモリー

回復ドライブに用いる USB フラッシュメモリーは、8GB 以上の空き容量を必要としますが、製品の構成内容や、
WindowsUpdate の状況によって 16GB を超える場合もあります。

ほとんどの製品では 16GB のフラッシュメモリーで作成可能ですが、32GB のフラッシュメモリーを推奨しています。

Windows に不具合が発生して Windows の初期化やシステムの回復オプションが起動できない場合に備え、
「回復ドライブ」を事前に作成しましょう。もしもの際に回復ドライブから起動することでシステムの回復オ
プション Windows の再インストールなど、パソコンを修復することができます。

 1 「高度な回復ツール」を起動します

[ Windows ] → [ Windows システムツール ]  → [ コントロールパネル ] → [ コンピューターの状態を確認 ] → 
[ 回復 ] の順にクリックします。

システムイメージを作成しバック
アップする方法 ( Windows 10 )
http://faq3.dospara.co.jp/
faq/show/4062

システムイメージを使ってドライブ
を復元する方法 ( Windows 10 )
http://faq3.dospara.co.jp/faq/
show/4105

回復ドライブの作成準備

Windows の回復ドライブの作成方法
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 2  「回復ドライブ」を作成します

USB フラッシュメモリーをスロットに接続し「回復ドライブの作成」を
選択して、作成を開始します。（ユーザーアカウント制御「このアプリが
デバイスに変更を加えることを許可しますか？」が表示された場合は、 
[ はい ] をクリックします。)  

 3  「回復ドライブの作成」 が表示されます

「 システム ファイルを回復ドライブにバックアップします。 」 にチェッ
クが入っていることを確認し、[ 次へ (N) ] をクリックします。作成開
始後はメニューに沿って作業を行うことで、回復ドライブの作成は完了
します。

回復ドライブとして作成した USB フラッシュメモリーはなくさないようにご注意ください。また、
回復ドライブとした USB フラッシュメモリーは複数作ることができます。

Windows に不具合が発生して「システムの回復オプション」が起動できない場合に、予め作成した「シス
テム修復ディスク / 回復ドライブ」から起動して、「システムの回復オプション」を行います。

・ 「システム修復ディスク / 回復ドライブ」を挿入
/ 接続を行いパソコンを起動します。「システム
修復ディスク / 回復ドライブ」から起動できな
い 場 合 は、BootConfiguration や BootMenu 
で起動ドライブを、光学ドライブや USB フラッ
シュメモリーに設定して起動します。

【 参考 FAQ 】
● 回復ドライブを使用して Windows を再インストールする方法 ( Windows 10 )

http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/2853

● 回復ドライブを使用してスタートアップ修復を行う方法 ( Windows 10 )
http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/4494

● 回復ドライブを使用してシステムの復元を行う方法 ( Windows 10 )
http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/4493

回復ドライブの起動方法

W
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パソコンのカバーの開け方

● 内部電子部品の破損を防ぐため、電源を切り電源ケーブルをコン
セントから抜いて半日以上たってから作業を行ってください。

● ケースの角や内部の尖ったところ等でけがをしないよう、必ず防
護用手袋を着用し、注意して作業を行ってください。

● 電源を切った直後はパソコン内部に高温になっているパーツが
あるため、十分冷めてから作業を行ってください。

● 内部電子部品の破損を防ぐため、ケースなどの金属部分に手を
触れて、静電気を逃がしてから作業を行ってください。

● 金属の接点部分には触れないようにしてください。皮脂等が付着
することにより、接触不良の原因となります。

● 作業中は電子部品を破損しないよう、注意して作業を行ってくだ
さい。どんなに小さな部品でも破損すると作動しません。

● 一度に複数の増設は行わず、一つずつ行ってください。

 

パソコンの保証について

パソコンの保証は、通常・延長保証に
関わらずご購入時の構成であることを
原則としております。お客様側で内部
構成の変更をされた状態では弊社保証
適用対象外となります。検証修理をご
用命の際には、ご購入時の構成に戻し
たうえでご依頼ください。

　　　増設・交換作業時の注意

作業中の手違いや過失でパーツやパソコン本体が故障してしまった場合は保証対象外となります。自分ではできない
と感じたら、無理をせずにお買い上げいただいたドスパラ店舗、またはコールセンターまでご相談ください。

パソコン内部の作業をする場合

SK / SKM ケースのカバーの開け方

1 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるネジを
2 本外します。

2 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるパネル
を背面側へ 1 ～ 2cm スライドさせます。

3 スライドさせたパネルを外側に外します。

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。
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1 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるネジを
2 本外します。

2 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるパネル
を背面側へ 1 ～ 2cm スライドさせます。

3 スライドさせたパネルを外側に外します。

❶❶

❶❶

❷❷

❸❸

❸❸

❶❶

❶❶ ❷❷

❸❸

1 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるネジを
2 本外します。

2 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるパネル
を背面側へ 1 ～ 2cm スライドさせます。

3 スライドさせたパネルを外側に外します。

1 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるネジを
2 本外します。

2 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるパネル
を外側に開きます。

3 開いたパネルを背面側へ外します。

❶❶

❶❶

❷❷

❸❸

❸❸

KT / KTM ミドルタワーケースのカバーの開け方

GR one  フルタワーケースのカバーの開け方

LD ミドルタワーケースのカバーの開け方

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。

パ
ソ
コ
ン
の
カ
バ
ー
の
開
け
方
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1 ケース側面の吸気口のある面を上に向けて倒します。

2 背面のネジを 4 本外します。

3 吸気口のあるパネルを背面側（I/O パネルの方）へ 
1 ～ 2cm ほどスライドさせます。

4 スライドさせたパネルを上側に外します。

❷❷

❹❹

❸❸

❹❹

❶❶

❶❶

❷❷

❸❸

❸❸

1 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるネジを
2 本外します。

2 パソコンを背面から見て、向かって右側にあるパネル
を背面側へ 1 ～ 2cm スライドさせます。

3 スライドさせたパネルを外側に外します。

KTC スリムケースをお使いの方へ
KTC スリムケースは構造が複雑なため、お客様による 
カバーの開閉を推奨していません。

内部の作業が必要な場合は、近隣のドスパラ、または 
サードウェーブサポートセンターまでご相談ください。

EA041 / EM041ケースのカバーの開け方

BL672 ケースのカバーの開け方

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。

ケース背面や内部には、鋭利な箇所が点在します。作業を行う 
際は、怪我をしないよう、必ず防護用手袋を着用しましょう。

パ
ソ
コ
ン
の
カ
バ
ー
の
開
け
方
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パソコンの清掃について
パソコンを使用していると、空気中のホコリがパソコン内部に侵入して、ファンや基板に付着していきます。
そのままの状態でご利用された場合、ヒートシンク（放熱板）のフィン（羽）の隙間にホコリがたまってエ
アフロー（空気の流れ）が邪魔されてしまい冷却を妨げたり、ファンにホコリが絡まることで、ひどい場合
には熱で部品を破損してしまう場合もあります。また、ホコリと湿気の組合せは回路がショートする原因に
もなりますので、定期的にパソコンを清掃しましょう。

ご自身でパソコン内部を触った経験がない方はサー
ドウェーブサポートセンターにて有償クリーニング
を承ります。

詳しくは下記の URL、サードウェーブサポートセン
ターまでご相談ください。
http://www.dospara.co.jp/cln

・大切なデータなどは、作業開始前にバックアップをお取りください。
・パソコンを終了して、電源を切ってください。 

その後、接続されている周辺機器やケーブルを全て取り外してください。
・内部の温度が下がるまで放置してください。（約 15 ～ 30 分）
・体内に溜まった静電気で故障させないよう、作業を行う前に金属（ドアノブなど）に触れてください。
・51 ページ「パソコンのカバーの開け方」を参照し、カバーを開けてください。
・清掃の際にエアスプレーでホコリを吹き飛ばすと、周囲や空気が汚れます。 

マスクを付けて、換気の整った場所で実施しましょう。

パソコンの外装の汚れは、中性洗剤を希釈した水を染み込ませた柔らかい布をよく絞り拭き取ってください。
キーボード、マウスの外装も同様に行ってください。カードリーダーのスロットは、ホコリがたまりますので、
エアスプレーで吹き飛ばしてください。

ホコリなどは定期的に取ってください。 
電源プラグやコンセントにホコリがたまると、火災の原因となります。

電源ケーブルの清掃

外装の清掃

清掃前準備

エタノール、ベンジン、シンナーなどで拭かないでください。 
製品の変質や塗装が剥げる原因となります。 

作業中の故障について
作業中のミスなどでパーツやパソコン本体が
壊れてしまった場合は、保証期間内でもサポー
トを承れない場合があります。自分ではでき
ないと感じたら、無理をせずにサードウェー
ブサポートセンターまでご相談ください。
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パソコンは前面や側面から吸気し、背面から排気します。その
ため、吸気・排気口のメッシュ部分にホコリがたまります。
乾いた柔らかい布で取り除いたり、エアスプレーで吹き飛ばし
てください。毛先の柔らかい「はけ」などを使うのも効果的です。

パソコン内部はファンから吸気を行うため、ホコリがたまります。
たまっているホコリはエアスプレーで吹き飛ばして清掃します。
特に下記の部分にホコリがたまりやすいので注意してください。

① CPU ファン
② 電源
③ ケースファン
④ ビデオカードファン
⑤ メモリー・PCI スロット
⑥ フロントパネル側の吸気口

清掃の際にビデオカードの取り外
しが必要な場合は FAQ 「ビデオ
カードの交換方法」をご参照くだ
さい。

ケーブルやパーツを外す前に、デジタルカメ
ラなどで撮影しておくと、接続する時の参考
になります。

・ホコリが多くたまっている場合、吹き飛ばしたホコリがファンに絡まり動作を妨げる
場合があります。絡まってしまった場合は綿棒や爪楊枝などで取り除いてください。

・ エアスプレーの清掃を行う場合、指などでファンを押さえて回転しない状態で清掃
してください。ファンを空回りさせると、破損の原因となります。

内部清掃を行うとケーブルやカードの接続が緩んでしまう場合がありますので、作
業後はケーブルやビデオカード、メモリーなどが緩んでいないか確認してください。
また、電源を入れた際に起動しない等の不具合が発生した場合は、内部の接続を再
確認してください。確認しても改善されない場合は、サードウェーブサポートセン
ターまでご相談ください。

作業時の注意事項

作業後の注意事項

吸気・排気口（メッシュ部分）の清掃

ケース内部の清掃

パ
ソ
コ
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困ったときは

• 「異音がした」、「焼けたような匂いがした」などの場合はすぐに電源を切り電源ケーブルをコンセ
ントから抜いてください。故障やけがの原因となります。

• パソコンのケースを開けて内部をチェックする時は、ケースパネルの角やピンなどでけがをしな
いように充分注意してください。

• パソコンのケースを開けて内部をチェックする時は、決して無理をしないで「ご自分でできる範
囲」でチェックを行いましょう。

• お客様の取り付けミスなどによる不具合の場合は、保証に加入されている場合を除き、保証期間
内でもサポートを承れない場合があります。

• 改造など弊社規定の使用方法以外でご使用されて不具合が発生した場合は、保証期間内でもサ
ポートを承れない場合があります。

解決メニュー
QR コード⇒

FAQ
QR コード⇒

「故障かな？」と思っても落ち着いて調べてみましょう。パソコン本体の故障ではなく、ソフトウェアや、周
辺機器・増設機器に問題が発生している場合もあります。本項目の内容を確認して解決法がないか確認しま
しょう。

1 画面にエラーメッセージ等が表示されていませんか？
表示されている場合、正確にメモしましょう。（デジタルカメラなどで撮影しておくと便利です）サードウェーブサポー

トセンターにお問い合せの際に役に立ちます。メッセージ以外にもエラー音（ピーと言う電子音）や、発生状況（どの

ソフトや作業をしている時に発生したのか）をできるだけ詳しくメモしましょう。　　　　

2 不具合の発生前に、ソフトウェアのインストールや周辺・増設機器の追加をしていませんか？
該当するものがあった場合は、取り付けが正しく接続されているか確認しましょう。それでも改善しない場合は、接続

した機器を一旦取り外してご購入時の状態に戻し確認しましょう。

3 ソフトウェア実行中に問題が発生した場合
ソフトウェアのマニュアルを参照したり、ソフトウェアのサポートセンターに 

相談してみましょう。解決法が見つかるかもしれません。　

4 お困りごと解決メニューで診断してみましょう
弊社ウェブサイトのお困りごと解決メニューで、診断を行い改善方法を行ってみ

ましょう。

http://www.diginnos.co.jp/spt/check 

5 オンライン FAQ で該当項目を探しましょう
弊社ウェブサイトの FAQ にて、よくあるご質問の解決案や対応方法を掲載して

います。

http://www.diginnos.co.jp/spt/faq 

6 サードウェーブサポートセンターへ相談しましょう
上記を確認しても改善できない場合は、サードウェーブサポートセンターまで 

ご相談ください。

お問い合わせの際は購入時の書類や「製造番号」

（本書 10 ページ「箱の中身を確認する」をご参照ください）をお手元にご用意の上ご連絡ください。



57

① 電源環境・ケーブル接続の確認
たこ足配線や延長コードなどをご利用の場合には電力の供給が不安
定になり、正常に起動しない場合があります。
電源ケーブルを壁のコンセントに直接つないで起動するか確認して
みましょう。
また、本書 12 ページ「各部の名称と接続方法」を参照し、接続状
態の再確認を行いましょう。

② 増設機器の取り外し
増設機器が接続されている場合に、組み合わせの相性により正常に
起動しない場合があります。ディスプレイ・キーボード・マウス・
電源ケーブル以外の周辺機器（外付けのハードディスクや USB フ
ラッシュメモリーなど）や、増設された機器（内蔵のキャプチャー
カードなど）がある場合は、取り外した状態で正常に起動するか確
認してみましょう。

③ 内部接続の確認
お客様にてメモリーの増設や清掃などの内部作業を行われている場
合、内部の電源ケーブルやメモリー、ビデオカードなどの、接続に
緩みがないか確認しましょう。
 

　　パソコンのケースを開けての内部の作業となりますので、
お客様ご自身での作業が可能な場合にのみ行ってください。
作業により破損された場合には、保証期間であっても保証対象
外となります。

解決した場合　　
解決しない場合　
作業が困難な場合

電源環境・
ケーブル接続の

確認

増設機器の
取り外し

内部接続の確認

サードウェーブ 
サポートセンター
へお問い合わせ

症状改善

パソコントラブル解決手順

電源が入らない
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Windows の初期化を行うと、データは全て削除されます
ので、あらかじめご了承ください。

操作ができない状況になってしまった場合には、あわてて電源を切ったりむやみにマウスのボタンやキーボー
ドのキーを押したりせず、５分ほど放置してください。なんらかのメッセージが表示された場合はメッセー
ジを書きとめてください。
状況が変わらず改善しない場合は、本書 22 ページ「Windows がフリーズして終了操作ができないとき」を
お読みいただき「タスクマネージャー」を確認してください。それでも変わらない場合は、電源スイッチを
4 秒以上長押しして電源を切ってください。

① 電源環境・ケーブル接続の確認

② 増設機器の取り外し

前ページ 「電源が入らない場合①②」を確認してみましょう。

③ セーフモード

Windows を最低限必要な機能だけで起動するモードです。 
セーフモードで Windows が起動するか確認してみましょう。
参照：【まとめ】セーフモード関連の FAQ 一覧について 

http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/8521 

④ システムの復元

Windows のシステムを不具合が発生する前の状況に戻す機能で
す。セーフモードで起動ができた場合には、システムの復元を行う
ことで改善されるか確認してみましょう。
参照：「 システムの復元方法 ( Windows 10 ) 」 

http://faq3.dospara.co.jp/faq/show/3055

⑤ Windows の初期化

Windows を購入時の状態に戻します。
参照：本書 46 ページ「Windows の初期化方法」

サードウェーブ 
サポートセンター
へお問い合わせ

症状改善

Windows の初期化

システムの復元

解決した場合　　
解決しない場合　
作業が困難な場合

増設機器の
取り外し

電源環境の確認

セーフモード

作業中にフリーズする・ブルースクリーンになる

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
解
決
手
順
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■修理依頼前の確認
修理依頼の前に、本書 56 ページ「困った
ときは」を確認しましょう。
■修理依頼方法
・製品の修理ご依頼の際は、まずサードウ

ェーブサポートセンターへ問合せくださ
い。不具合の内容をお伺いしお問い合わ
せ番号の発行と送付をご案内いたしま
す。ドスパラ各店舗へのお持込みに関し
ては問合せの時にご申告ください。

・修理依頼書
左記の見本にしたがい修理依頼書へお問
い合わせ番号及び必要事項をご記入くだ
さい。
お問い合わせ先： 
サードウェーブサポートセンター　
東京 03-4332-9193 　 
    　　（PHS・IP 電話からもこちらへ）

ナビダイヤル　0570-028-119
・固定電話からは全国一律 1 分 /10 円、

携帯電話からはおよそ 1 分 /20 円の通
話料金がかかります 。

※携帯電話の場合、ご契約されている携
帯会社により料金が異なる場合がござ
います。

■発送時の注意
①発送について

お持込み以外に送付でも承っておりま
す。修理受付の際の送料はお客様にご負
担いただいておりますので、最寄りの宅
配業者をご利用のうえで発送してくださ
い。

②同梱物について
・修理依頼書
・ドライバー CD、付属品など
■ HDD/SSD 内データについて
HDD/SSD のデータは保証できません。ご
迷惑をおかけしますがデータにつきまして
は破棄されることをあらかじめご了承くだ
さい。
■梱包について
①梱包箱

ご購入時の梱包箱で梱包してください。
また、箱がない場合にはお客様で梱包用
の箱をご用意いただき、緩衝材を利用す
るなど、輸送時に損傷しないよう梱包し
てください。 
輸送時の事故はお客様の責任となりま
す。しっかりと梱包して運送保険をお掛
けください。

②梱包時の注意
梱包の際は、正面から見て右側を下にし
て梱包してください。 

（マザーボード側を下にします）
■配送先

〒 252-1123 
神奈川県綾瀬市早川 2696-1 
サードウェーブ修理センター

修理依頼方法

ミナミ　タロウ

三波　太郎

20XX         4             1                              三波　太郎

101　 -　0021
東京都千代田区外神田 3-11-1

T × × × × × ×

03　-　5295　-　3435

起動しなくなりました。
ランプは付きますが画面が映りません。

「パソコントラブル解決手順」の「電源が入らない場合」の内
容を確認しましたが直りませんでした。

修
理
依
頼
方
法
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保証規約

お客様各位
この度は、お買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
お買い上げいただきました商品の保証の内容は、以下のとおり
になります。

１．保証期間
保証期間は、保証書に記載のお買い上げ日から１年間です。

２．保証内容
保証期間内において、お客様が製品を適正かつ過失なく使用している状態で発
生した製品の故障に対して無償で修理サービスを提供します。修理サービスは、
製品にプリインストール状態で提供したオペレーティングシステムおよびソフト
ウェアの基本動作を保証します。修理において、部品の交換が必要となった場合、
該当部品を同等、またはそれ以上の性能を有した他の部品へ交換することがあ
ります（部品交換により以前と同じ外観、同じ動作を維持できない場合がありえ
ます）。部品の交換には、新品、または再生部品を用います。

３．適用除外事項
次の事項に該当する場合は、保証の対象外になります。また、修理の過程で次
の事項に該当する事実が判明した場合は、有償修理の扱いになる場合がありま
す。
 1 ) 保証書の提出が無い場合、または保証書や付帯する書類でお買い上げ日や

お客様情報が確認できない場合
 2 ) 保証書に必要事項の記入がない場合、または字句を書き換えられた場合、

その他事実と異なる記載がされていた場合
 3 ) 製造番号シールが汚損、破損、紛失しており、製造番号の確認ができない

場合
 4 ) 製品の内部に搭載されている部品を交換、欠落、追加、改造をしている場

合
 5 ) パソコンに接続した機器との組み合わせや相性によって発生する機器互換

性などの原因による症状（仕様）
 6 ) 火災、地震、風水害、落雷その他の天災地変、公害、塩害、異常電圧、お

よび付属されている電源ケーブルの外部損傷などの外的要因によって故障
が発生した場合

 7 ) サードウェーブ（以下、弊社）製造時にサポートしているオペレーティングシ
ステム以外で症状が発生する場合

 8 ) 自然消耗、摩耗、劣化（バッテリーの経年劣化、消耗や長期使用によるハー
ドディスクの不良セクターの増加など）による場合

 9 ) 製品の外部または内部に、焼損痕、外傷、液損があり、これによって発生し
た故障の場合

10) 製品の内部に金属、砂、木片、錆、カビ、虫、小動物の侵入などの異物が
混入している場合

11) 製品の内部にある電子部材 (ＩＣチップなど )、ラベル、管理シール、または
内部部品そのものが汚損、破損、紛失している場合

12) 製品納品後の輸送・移動時の落下、振動および衝撃など、取り扱いが不適
当なために生じた故障および損傷の場合

13) 製品固有の用途以外の目的に使用することによって引き起こされた故障およ
び損傷の場合

14) 通常とは異なる環境または条件にて製品を使用することによって引き起こさ
れた故障および損傷の場合

15) 対象機器のハードウェア部分に起因しない不具合（例：お客様ご自身が組み
込んだオペレーティングシステム及びプログラム等に起因した不具合、ウイ
ルス感染による不具合など）の場合

16) 修理ご依頼の輸送中に、へこみ、破損などが梱包不十分に起因して発生し
た場合 ( 梱包不十分の判断は、運送会社の基準に準じます )

17) 液晶部品が採用されている製品においては、画面の一部に点灯しない画素
や常時点灯する画素が存在する場合があります。技術上不可避なものであ
り、製品の不良ではございません。弊社は画素欠点における一切の責を負
いかねます。

４．修理ご依頼時に用意いただくもの
修理ご依頼の際は下記をご用意ください。　　
 1 ) 製品本体（製造番号シールが貼付されているもの）　
 2 ) 保証書 ( 販売店印または購入証明書が必要となります )（必須）
 3 ) 修理依頼書（必須）
 4 ) 製品の梱包箱 ※
 5 ) ドライバーディスクなど、すべての付属品
※  梱包箱が無い場合は、有料サービスで販売しておりますので、弊社サポー

ト窓口へご申告ください。ディスプレイや、ディスプレイケーブル ( ディスプ
レイの付属品 )、プリンターなどの周辺機器は原則不要ですが、弊社サポー
ト窓口にて必要と判断した場合、お預かりさせていただくことがございます。

５．不良診断・修理完了製品・修理部品の取り扱い
製品の診断・修理は、弊社指定の修理センターにて行います。センドバック方式

（弊社指定の修理センターへのご送付）にて製品の修理を受付けております。修
理完了後は、修理センターより速やかに宅配便にて返却いたします。修理完了お
よびお引取のご連絡日から３ヶ月を超過してもお預り品のお受取りがなされない
場合は、所有権を放棄したものとみなし、弊社の裁量にて任意に処分することが
できるものとします。この際、弊社はお客様にこれにかかる費用を請求できるも
のとします。また、修理の際に交換して取り外した部品の所有権は、弊社に帰属
するものとしてお客様に返却をいたしません。

６．修理費用、診断料、送料
適用除外事項に該当する場合は、保証期間内の修理であっても別途定める診断
料、作業料、および交換部品の実費をご負担いただきます。
検証、修理ご依頼品を修理センターへ発送される際の送料は原則、お客様にて
ご負担ください。なお、下記の場合は弊社にて送料を負担いたします。
 1） 保証書に記載のお買い上げ日から２週間以内に発生した不具合で、弊社サ

ポート窓口にて診断が必要と判断した場合
検証、修理ご依頼品をご返却する際の送料は原則、弊社にて負担いたします。
なお、下記の場合はお客様に送料をご負担いただきます。
 1） 適用除外事項に該当する場合
 2） 修理ご依頼時に保証期間を超過している場合

７．保証適用後の製品保証期間
弊社の保証を受けられた後の保証期間は、元の保証期間の残存期間の満了日、
または、修理された製品の発送日より１ヶ月間の満了日のいずれか長い方としま
す。

８．責任制限
弊社の責任の範囲は、本規約における修理・交換とし、弊社の責に帰すべき事
由によりお客様に損害が生じた場合は、当該製品のご購入金額を上限として損
害賠償責任を負います。ただし、その損害賠償の範囲は、現実に発生した直接
かつ通常の損害に限るものとします。逸失利益、ダウンタイム（機能停止期間）、
記憶装置に記録されたデータおよびプログラムの修復 ( ※ ) などの間接的な損
害については、弊社の責任範囲から除外といたします。※修理に際しましては、
お客様ご自身により事前にデータバックアップが実施されているものとし、弊社
の修理サービスの履行によって、万が一記憶媒体内のデータが消去または変更
された場合でも、データの保存及び保持について、弊社は一切保証いたしません。

９．その他
本規約における保証とは別に、販売店様が独自に設けられた保証がある場合、
この保証は販売店様のご判断となりますので、販売店様にご相談ください。
弊社では「個人番号関係事務」／「個人番号利用事務」（行政手続における特定
の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に定めるものをいいます）
の委託はお受けいたしません。
この保証は日本国内でのご利用においてのみ有効とします。海外からのご依頼ま
たは修理製品の海外への発送は受付いたしません。
本規約に関する紛争は、特に別段の定めなき場合は、訴額に応じて東京簡易裁
判所または東京地方裁判所のみをもって第一審の専属的合意管轄裁判所としま
す。

本規約の内容は、予告なく変更される場合がございます。

2018 年７月1 日版
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ご注意
※本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。
※本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。
※本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り・お気付きの点がございましたらご連絡ください。
※本書の内容に基づく運用結果として発生した損害には、責任を負いかねます。あしからずご了承ください。 
 
商標について
Microsoft､Windows 10、Windows 8.1、Windows 7、 Office は米 Microsoft Corporation の米国、日本およびその他の国における登録商標 
または商標です。
Intel ロゴ、および Intel Inside ロゴは、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標または登録商標
です。 
  
その他の、会社名、製品名、システム名は各社の商標または登録商標です。

W i n d o w s の セ ッ ト ア ッ プ 終 了 後 、
回 復 ド ラ イ ブ を 作 成 し ま し ょ う
Windows に不具合が発生してシステムの回復オプションが起動できない場合に備え、「回復ドライブ」
を事前に作成しましょう。もしもの際に回復ドライブから起動することで、システムの回復オプション、
Windows の再インストールなど、パソコンを修復することができます。（49 ページ参照。）

※回復ドライブ作成は、セットアップ直後に行いましょう。 
使用開始後インストールしたアプリが原因で回復ドライブ作成が正常に終了しない場合があります。






